
 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

筑西市立明野図書館報  第４２５号     令和５年３月発行 

号     令和４年 3 月発行 

タイトル文字：滝平二郎 

 

毎週火曜日・木曜日 

10:00～14:30 
 
育児のお悩み相談が 
出来ます。 
お子様にオススメの本も 
紹介します。 
 
※専門スタッフが対応します。 

※コロナの状況によって中止になる 

場合もあります。 

 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：３月１９日（日） 

１０：００～１１：５０ 

内容：「種まく旅人 

     ～華蓮(ハス)のかがやき～」 

（上映時間：約１１０分） 

対象：先着１０名  

申込：３月７日（火） 

～３月１７日（金） 

電話または窓口にて受付 

スタッフおすすめコーナー 

3 月のテーマは 

  「こころの健康」 

 

3 月 15 日～21 日は「こころの健康づ

くり週間」です。そこで心が癒される

本や、前向きになれる本を集めまし

た。ぜひお立ち寄りください。 

場所：明野図書館  

対象：0 歳～12 歳 

    （図書館の利用カードを持っている方） 

期間：3 月 7 日（火）～3 月 19 日（日） 

    午前 9 時～午後 5 時 

申込：事前申し込み不要。 

    期間中、直接カウンターへお越しくだ 

    さい。 

内容：かくれたぬいぐるみたちを見つけよう！ 

お手持ちのスマートフォンやタブレットで 

図書館サイトを活用しませんか？ 

使い方をご説明します！ 

日時：３月１日（水） 11：００～１２：００ 

定員：５名（電話または窓口にて受付。 

当日受付も可。） 

ぬいぐるみハント 
 



 

－くらしに生かそうみんなの図書館－                    

明野図書館        ℡:0296-52-2466  http://library-city-chikusei.jp/

コラム No.425 

  

 

訪米の旅 
                          根岸 彰 

数年前にスモレットの『イタリア・フランス紀行』を刊行した。翻訳

したオックスフォード版テキストの編集者のフェルゼンシュタイン教授

にお会いするために、パンデミック直前に訪米した。ニューヨークの空

港に着き、モリスタウンの閑静な住宅街にあるお宅に伺う。ここに 3 泊

してジョージ・ワシントン記念館・英国式パブなどを案内していただい

た。ここからマンハッタンに向う。世界貿易センターの二つの跡地は窪

地なっていて小さな滝が流れ込んでいる。あの衝撃的な事件の爪痕を展

示する博物館も併設する。メトロポリタン美術館のレンブラント展、オ

ペラでトゥランドットなどを鑑賞した。 

駅ピアノを耳にしながら、グレイハウンドバス（アメリカ全土の都市

を結ぶバス路線）で古都の面影が濃いフィラデルフィアに行く。ここの

歴史公園には独立記念館、フランクリン博物館などがある。フィラデル

フィア美術館とバーンズ・コレクション（無料だった）は必見である。 

空路でシカゴに向う。著名な高層ビルを巡る建築クルーズをしてか

ら、ミシガン湖沿いの広大な公園、科学産業博物館（月に降りたアポロ

8 号の実物がある）、大規模なフィールド自然史博物館、日本にも幾つ

かの名建築を残したフランク・ロイド・ライトの旧宅があるオーク・パ

ーク（ここには彼の設計した数多くの個人宅、独創的な内陣の教会ユニ

ティテンプルもある）、シカゴ大学などを訪ねた。シカゴ美術館には何

度も足を運んだ。門外不出のスーラの「グランド・ジャット島の日曜日

の午後」やロートレックの「ムーランルージュにて」、セザンヌの「り

んご籠」などの名作が多すぎて見切れるものではない。団体ツアー客は

ごく数点しか見られないので実にもったいない。シカゴ交響楽団の重厚

な響きも耳にした。 

マグニフィセント・マイル地区のジョン・ハンコック・センター・ビ

ルの 94 階の展望台から見た暗い海のようなミシガン湖と湖畔に林立す

る摩天楼の暮れなずむ街の灯りは今も忘れられない。 

ところで、ここしばらくスモレットの最良の作品とされる『ハンフリ

ー・クリンカー』に取り組んできたが、今年中にこれも刊行される予定

である。 

なお昨年スモレット生誕 300 年記念のオンライン会議が開催された。

世界中から多くのレポートが寄せられた。それをまとめた本が今年出版

されるが、そこに日本の研究状況を報告した拙文も載る予定である。 

 

                 ねぎし あきら／旅行記探訪家 


